
最新値 目標値 達成度 評価
指標の
ウエイト

1 c 3926 640㎡増 47.3% c 1.00

2 a 1 1 100.0% a 0.50

3 b 945,818 10,000本増 322.6% a 1.00

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

b ａ

２　市民生活実感評価　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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１　客観指標評価

指標名

‐

1

2

3

‐

‐

3623

年度 23年度

24年度評価

前回値

施策番号 2502

施策名 健やかな生活が実感できる緑化の推進

概要

　きめ細かな緑のネットワークの構築に向けて，景観に配慮した街路樹や公園の整
備を進めるとともに，市民，事業者と協働し，屋上緑化などを推進する。

施策の評価

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市緑の基本計画，
京のみどり推進プラン（「京都市緑の基本計画」実施計画）

担当局・部室

上位政策 25　道と緑

建設局・水と緑環境部 共管局・部室

市民生活実感調査総合評価

設問

京都は緑が豊かである。
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３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ａ ａ

年
度

＜この施策を構成する事務事業＞

1 66,907 95,138

2 5,407 6,828

3 35,064 34,899
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＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜今後の方向性＞

かなり良い

良い 建設局

今後の方向性の検討

☑　客観指標

緑化フェア参加負担金

緑化事業補助

重み付け

事業名

A

（重み付けの理由）
　緑に対する関心や感じ方には個人差があるため，客観的数値で判断できる客観指標評価を重
視する。

（原因分析）
・街路樹の植樹本数が目標値を上回り，都市緑化の推進に大きく寄与しa評価となった。
・積極的な周知に努めた結果，緑化助成件数が前年度よりも増加したが（15件⇒21件），1件当たりの緑化面
積が小さな申請が多かっため合計緑化面積が目標に届かずc評価となった。
・スポンサー花壇については，当初予定どおりに花壇の設置方法等の検討を行いa評価となった。
・京都三山や借景など目に見える緑に対する市民の満足度（充足度）の高さが，市民生活実感評価のa評価
につながった。

施策の目的が十分に達成されている

緑の基本計画に基づく緑化推進事業

23
年
度

B

担当局
24年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

-

□　市民の実感

・緑の基本計画及び京のみどり推進プランに基づき，緑視率の向上に向けて更なる緑化に取り組む。
・緑化助成制度については，募集期間の通年化や対象区域の拡大，助成要件の見直し等を行い，市民
にとってより利用しやすいものとすることにより，緑化助成面積を更に増やせるよう取組を進める。
・平成２２年度のアンケート調査の結果を踏まえ，市民公募型緑化推進事業を継続的に実施すること
により，市民の緑に対する意識や満足度の更なる向上を目指す。

建設局

普通 建設局

24年度
予算額

事業費の状況（千円）

23年度
決算額



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 47.3%

数値 目標年次 達成度

数値 10,000 32年度 39.3%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23 24

‐ c c

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.0%

数値 目標年次 達成度

数値 10 32年度 10.0%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23 24

‐ a a

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

当該指標については，花壇設置までのプロセスを
数値化し，その合計値で5段階で評価することとす
る。
　・候補地選定　0.2
　・設置地区確定　0.3
　・スポンサー，サポーター確保　0.4
　・工事完了　0.1
例）候補地を選定し，１箇所の設置地区確定
　→　0.2＋0.3=0.5地区

全国順位
中長期目標

1 1 - 1

23年度

平成23年度については，当初か
ら花壇の設置方法等を検討する
予定としており，新規花壇の設
置は行っていない。

根拠

目標（平成32年度に10地区）達成に向け，設置方法
等を確立しモデル地区を設けて実施する。

数値 根拠

目標達成のために当年度達成すべき数
値

備考

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

市民・事業者との協働による緑豊かなまちづくりの一環として，企業・団体・市民等からの協賛・協力により歩
いて楽しい緑と花いっぱいのまちづくりを推進していく花壇設置地区数

緑のネットワークの形成に向けて，市民等との
協働によるまちなかの緑化の推進状況を示す指
標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値 推移
目標値

22年度

指標名 まちなかの花壇の設置地区数（スポンサー花壇）（地区）

担当課 緑政課 連絡先 ２２２－３５８９

市民の緑化に対する投資は，気候や経
済状況等に左右されやすいため，当該
指標については，20%刻みで5段階評価
の基準とした。

全国順位
中長期目標

3,623 3,926 303㎡増 640㎡増
中長期目標までの残年数内に目標を達成す
るために当該年度に達成すべき数値

備考

最新数値 推移
目標値

22年度 23年度

根拠

11年度～21年度までに行った既助成面積
（3,349㎡）を約3倍（10,000㎡）にする

数値 根拠

施策名 2502 健やかな生活が実感できる緑化の推進

指標名 緑化助成面積(ｍ²）

地球温暖化やヒートアイランド現象の緩和，加えて，良好な景観の形成などを目的に，民有地の屋上緑化，壁面
緑化及び地上緑化の一定の条件を満たした市民や事業者に対し助成したことにより，新たに増えた緑化面積

担当課 緑政課 連絡先 ２２２－３５８９

緑のネットワークの形成に向けて，市民等との
協働による民有地の緑化の推進状況を示す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 322.6%

数値 目標年次 達成度

数値 100,000本増 32年度 94.6%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23 24

‐ b a

根拠

平成21年度から1割増加させる

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

当該指標については道路整備状況や，
交通管理者からの制約等に影響を受け
やすいため，80％以上をａ，以下20％
刻みで基準を設定した。

全国順位
中長期目標

備考

数値 根拠

913,560 945,818 32,258本増 10,000本増
中長期目標までの残年数内に目標を達成す
るために当該年度に達成すべき数値

道路管理者（京都市）が設置・管理する道路区域内の並木の総本数

緑のネットワークの形成に向けて，道路の緑化
の推進状況を示す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値 推移
目標値

22年度 23年度

担当課 緑政課 連絡先 ２２２－３５８９

施策名 2502 健やかな生活が実感できる緑化の推進

指標名 街路樹の総本数（本）


